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去る6月7日村費5日の仔山羊を破傷風で死亡させた

4･:J<Lvl経験を持ち､又1月にも山羊 (1_7.5Kg)を

外科手術の実習に供したところ手術醇の消毒が不 卜分だ

ったため､破傷風で死亡させたO前者は6月7日翻､舵

傷凧にかか っているのを発見し､硬 ぐ根傷軌 血管を収り

寄せて注射したがとうとr)そのFlのT後3時には死亡し

てしまV,､後者は昭 夫を5)'ES見し翌日血清やその他の処置

にもかかわらず死亡した｡これ′耳:の原間を考えて見ると

前者はrJn帯から後者酬 夏作内に夫 減々債風蘭が侵入した

のだと想像されるo今r家畜の去勢の場合あるV,は蹄等の

術にかかるのか常竃とされているのに､これをしなか っ

たことが再度の苦い体験を味わうことにな ったのだとつ

くづ く悔まれる所である.何れの場合も発見した場合は

既に鋼､Bl才幹､四肢､耳に研いけいれんが来て電篤の状態

を示し､-･見して絶望的なものだと判断されたが､一応

,LH来るだけの手壬r与は施されたわけであるO死亡率は10

0,00'となるが手当が遅れたらJ豪商の場合大体見込みがな

V'と見て良V,ようだ｡寄掛ここの病局は家畜に大きな被

胃を一IjL･えるが､これは壕預だけでな く̂ 問にも､又モル

モ ット､マウス､犬､鬼等にも感幣するが戟煩や冷r(nTrIJJl

物はこれに阿らないといわれている｡豪商の巾では特に

馬が感受性 が高vlといわれるが 羊､山 羊､-/f･､水 牛､

豚､何れも感受性は柑-1''lrE.riv,と見て良いようだ｡

1､ 破傷風菌について

木蘭は不照な七中に存在し､又鴨填､汚水､動物の確懐

中にも広く存花するQ上巾やその他では朋担(別図)を

形成し秘めて長いJT･月(LL.(fL出来･るoそれは甘胞の形であ

る場合はイ二間は非常な択抗性を持ち､100度の加熱で

]5分､0.1,00'昇こう水で3柿間Jl卜､500'石IEJJ(-酸水

で15時間rjLかからねば死滅させることは.rll.来なV,と

(3)

ある学者はい っているので もわかる｡この芽胞は榊蘭の

4･'.折条件が悪 くな ったとき形伐せられるのでこれを耐久

休といい､ これに対し常体白身は発育11-Jlという事が出来

るこの芽胞が人や壕:欝の=Fi･'.体内に入ると､入 った局所で

発育して毒素を虚llJl.するようになる｡又本蘭は極端に'41

気を嫌う性 質 を持ちそのために偏性嫌矧作間と名付けら

れ平気の極めて少い深いきず口､例えば古打によるきず

rj'1-gは木蘭の絶好の侵入rlと見て良vlo体内では芽胞の

形碓はな＼ハ｡

ケンビキヨウで見る破傷風菌､フクシン染色液で赤<
≧染まる｡菌端に見えるは芽胞0

2､ 破 傷風菌に よるけいれ ん

小閑が体内で発育すると菌体からテクノスノミミンとテ

クノリジンの二種の毒素をl]J,すが､けいれんを起させる

のは前者であり､後者は赤血球溶解毒素であるOその為

めJrTL液は淡澄明赤色となり､凝固しな くなる｡破傷風毒

素は特に運動神経を犯す性質を持ち､顔面筋肉のけいれ

ん (強硬)はそしやく筋が犯されたためであり､:七いで

罪､胴､四肢､尾仝低の武V,けいれんが見られる｡

(別図)

3､ 症 状

潜伏期は馬ではA-5nであるが､きずrlが巾心神終潔

に近vl程行 く､遠V,程長V,｡最初全身倦怠､不等等の拝状



がありき-3L'llは汚 く ′掛 軸 増 加する 言いT_I_-:)L王し/二

がイこ耕土他の化叩LI'i't芦と混合してI,三人する場介は酎 たす

る J)が純くく/ころという｡約侮軌に絹子Tな稀代.r士前述 Lj-_

JIうに筋肉7)一誇雌であ って､あ,7)Jl(･粥を;il'い てけい1L.ん

が照 り返される｡病が准riするとその間隔.'よて三に伏:i,h')

られ､1分間に3-,1同も繰 り返さかるoL車J<.度の封は之

例えば微風,徴古､光線､接 地等ニljC-ってITtFi易にけい′iL,

んを起す｡遂:こ呼吸吏T.,L又は心臓吏ひ.f)るい.'J:えん 卜性

肺炎のために死亡する｡体温は普通であるが､ただ死Jl

前に急に10度内外の発熱を見ろ〕

4､ 経 過 予 後

^l急伸TPJ.の多 くは1-2日で7EJ亡するo

B)悼仲刊､.Pf,の場合2週間什経過 して恢復するもの

もある｡私共の1-1当した-･例ではこれは19/I7JTi?悼

放り●のT<JJ'E店専砧の馬がAJ稲rL犯され ､ )J'[畔のJt･政府農

7･:6部lTHi平名ほTTが約 1か月も親身に下さL/(したT<敢があっ

て､ようや く一食 をJTiりIF.めた未だ記憶に新らLv,事件

がある｡1時人間ですら粟品にこと欠 く時期にJJ')rから

柴品を染めてifr噂を中断しなか った彼の努 J7は誠に投い

ものと思 ったn 木柿のJT,接は一般に急性たものほど不良

であ って､憎作なものほど良好である｡殿杯帯電畜衛fl･:

試験場によると T,後 (病気の見透LFnFi:?治るか治らない

か)は概ね 不良で､.P3の死亡率は 75-8000'､羊.rよ

100%､ノトでは70-80%だという｡

5､ 治療 と予 防

的傷乱 れ沼を僅rnすることが催決である∩ノIこl(lL静ま77

防桝こ治療にrRいられるO

軸物円的傷帆血清使閑古に依ると本血清による恥傷凧の

T･防は急速に~即方の目的を達 しなければならない時:この

み刑いるのであ って､例えば深別を受けた均分､去勢術

TL-行 った特等であるハモの免疫杵綻時間は極めて/L'J./'時間

(馬なら:士10Ei間､その他の動物なら5-7Fl什lてこ

あるため､ji･叩問の予町には恥 へ'lFきない′7-L収 二はjC動

狗 (,Fri､′い 3,000-6,000国際魚種単位､巾glI)

物 (陳､f･､川平11,500-3,000国際免疫学芸

(4)

小動物 (ノ1.､那lT-iGOO1-1,っOO;∫-i:n'肘 ,.LC判 LJr.､

なお/付nLfirJlCC小には300同原鋸J乏酬 ∫確 .?むから

こかをrIIr:てノミか1と､10-20cc､I-) loc° .

2-1ccとなる,I/J(､中､小動物とい')呼びノjlよ肌

合的なもので rr:.舵には休lr壬になじて注射を3,rlLらTLVl:i-ラ

にする事は勿論で, これは獣固 可jの判断にまたね:王なら

なV, 治噂には 】'Y坊最の10倍最小｢,lJ'fy)て和 犬にLLこLて

毎日Jflや軟rl;Fi':こ糾侮.邪の吃 トニi+.射Tろ rFl.TILJj物は人

rgILfl物の二分の 一杭を､小_6-b物,よ)(軸物の It外の ･環を同

様に注射するよう,払拭されている,父41(rJLi･lJ;･.'よ保佑nE].1哩

が2-3度の冷暗'･JITLで有効期間:ま2か年とな っている

本血清は 農林省豪貴簡LF:.試験喝､北甲.研舟''F･その他でJig

造されている,

予防ijそとしてはlrlLi'Ei-の†肱こ帆傷風 T･[;J].lJt(-がある 糾1王

の持続時間は約1か年で注射.は2同注射とな っている｡

即ち大動物の場(TFllJ-1阿5cc､,第2rrり10CCo叶動

物は第1阿3cc､第2阿5cc｡小動物.'よ雛1阿1c

c雛2珂2cc IljJ-1rRTとZj'lJ'2同の間脳は概ね7 10

Fi予防液の有効期間は0-I0哩に111lJl二してGか 日とい

･-)これ も前記(rTTIE戸斤で巡らかてい,7'o

最後に申し卜げたいことはィ､耐ま拍TJ'の柿代を持つ7二

め一見して他の病',(亡と区別HJ.来る.そr)いう病譜を碓Tnl_

したら碑ぐ最寄 りの戸.iR搾師の往診を依持 し､f･jL'(しても

らうこ七である みだりに下をつけたいこと､I-I:/lL.rj:前

述の t:r)に人間に も(i-(幣するからてあ,,'' Lf'iL卜L.'･:I:こし

て病喬が死亡したら7E/'J,Irijt寓の冊JtLや.苛介f21J:それFi_-

桁摺 った F､ノ･のTやJ('qrZ'{器,F7.･の讃jh':･'.I;̀･も皇;'!たTJ三師のih′J三

に依り後席的:=rLI一施しなけlt:ゴなら,ない, (宮 城 正夫 )
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